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玉津中学校区の小学校配置の適正化
（学校再編）について

～仲間とふれあい共に学ぶ、より良い教育環境をめざして～
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１ はじめに
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大阪市立小学校の児童数

昭和５４年度

令和７年度

大阪市立小学校の学校数

昭和５４年度

令和７年度

約２４．２万人

約１１．1万人
半分以下に減少

２９０校

２８０校

ほぼ変わらない

小学校（280校）

小学校の約３割が小規模校化
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令和７年度の大阪市立小学校の児童数は約11.1万人で、昭和5４年度と比較
すると半分以下に減少していますが、学校数はほぼ変わっていません。
このことから、児童数の減少による小学校の小規模化（１１学級以下である

こと）が進んでいるといえます。

学校配置の適正化（学校再編）が必要である背景

（１）大阪市における小学校の現状

小規模校
（11学級以下の
小学校）

１０１校
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（２）東成区における小学校の現状

〇東成区内の市立小学校の児童数 学校数

昭和54年度

令和７年度

〇玉津中学校区（東小橋小・大成小・中道小・北中道小）の児童数 学校数

昭和54年度

令和７年度

東小橋小学校 大成小学校 中道小学校 北中道小学校

昭和54年度

令和7年度

7,386人

3,228人

2，085人

679人

１１校

11校

４校

４校

半分以下に減少

約１／３に減少

３４０人

74人

５６６人 ４４８人

192人

７３１人

248人165人



・多様な考え方に触れる機会や学びあいの機会が少なくなりやすい。
・児童自らが新しい人間関係を作り上げようとする機会が少なくなる。
・クラス替えができないことが多く、児童の人間関係が固定化しやすく、人間関
係上の問題等が発生した場合に、問題の解消が難しいことがある。

・一定の集団規模が必要となる教育活動（音楽の合唱や体育の団体競技等）の実
施が難しくなる。

・遠足、修学旅行等の校外行事におけるバス借上げ代等、一人あたりの負担が大
きくなる。

・教職員数が少ないため、経験特性等の面でバランスのとれた配置が行いにくい。
・単学級である学年の場合、学年を一人の教員で運営することになり、指導計画、
評価計画、教材研究等で全て個人作業で行うことになる。また、共同研究が難
しく、教員相互の連携や切磋琢磨する機会が少なくなる。

課題
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・クラス替えが無いことが多く、互いの関係を深めていく学級づくりをしやすい。
・児童数が少ないので、全校の児童が互いによく知り合えるなど、児童の交流が
深まりやすい。

・校外行事の場所の選定、活動内容や安全面での制約が少ない。
・教職員数が少なく意思疎通が図りやすく、相互の連携が密になりやすい。

利点
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（１）玉津中学校区における小学校の状況

玉津中学校区における現状及び今後の児童数等について

中道小学校
校 地9,202㎡
運動場5,340㎡

192人

東小橋小学校
校 地4,949㎡
運動場2,240㎡

74人
大成小学校

校 地7,678㎡
運動場3,308㎡

165人

北中道小学校
校 地6,409㎡
運動場2,500㎡

248人
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（２）東小橋小学校の児童数・学級数の推移
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（３）大成小学校の児童数・学級数の推移
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（４）中道小学校の児童数・学級数の推移
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（５）北中道小学校の児童数・学級数の推移
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小学校配置の適正化（学校再編）の方法について
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魅力ある学校へ
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